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 形成された原始惑星系 diskは局所的には安定で,いわゆる Toomreの Qパラメター
は Q >１であるが、Q > 1 では渦状腕のできることが知られている。申請者は
opacity κに依存した冷却過程も入れた２次元数値シミュレーションを種々のパラ
メターに対して実行し、渦状腕が不安定で、分裂が起こり、その結果、惑星が形成
される場合を見つけた。その条件として渦状腕での Q < 0.6と言う結果を得た。こ
の結果は簡単な解析計算でも確かめられた。平面状の回転 diskの局所不安定性条件
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